
g、外国コマーシャル鶏と国内鶏  
（当堵鶏）との交雛書式敬  

（外国璃との トソフ0クロス）  

穏当 名倉清一【  井埼金二  

如爵 正   

はじめに   

嵐並の薇矧ま親好、鶏肉の常置の伸びに応じめごましし＼発展を速げ、風光  

温度物の中でも恩尊な部門となってし、芦。又爾應型態、飼養故締乃慮展によ  

り飼壌凝腰は益々▼猿人の俵句である。   

多数羽倒壊に鹿斥した教磋′粗を備え、轟い東研催（岬里モノ含めた）きもち、  

倒料効率のすぐ九た経済性の宿し＼鶴の専求は、外国コマーシ々ル鶏の象徴な  

倒湊の増加とし、．う彰で遣われてし＼葛が′絶果の要内確で針冬作気候風土に琉L■  

た飼いやヰし、優秀な東碍弟のイ乍出む毯く厚東されている。   

国産確での優良乗用為の件出につし＼ては回の奄簡磯周が中核となり司程及  

甘組合せテストなど臭腺しており追い鴇釆J二作出され資及の薫軌こ入るもの  

と愚われるが、それまごに店学少の期間かl曲率ヒされてし＼る。   

外国コマーシャル璃と、国内債良策組ヒの史記びなの費用他については優  

々親猿されてあり、ノ軒下ふ化巣者もぅ県い開山そもってし＼黍ので昭和∂9年彗‘  

喝に弟いて隠匿潮直見行った外国コマーシャル親に句境の鹿鶏を交配レて得  

たき甜の鮭カを鍋査しタト固コマーシャル飛の養鶏としての利乳価値を旅寓し  

て塩導の鴇針とするため本試釈乞奥施した。  

飼料及び執雁首洛  

／、交配に使用した観系統の概蓼   

い）白しグβ系統Jj T－7象泉  

禿中央象禽屑死所し東東都下） 

卑頃より当喝でまとめたものでJg卑優良次席として初出モれたもので  

あ5。  

考 ／ 泉  

顛 承 研  レ釦幹  同 年 歳、頗、  
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い）督しグp禿鱒   

昭府ヱ7年ノ＼リウド腰均より耕へしや・ユタ∠∠・ヱ9フク鶏を主体とした系   

統である．  
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（j）外国コく，一－‡′パル鶏あよび国産二兎璃  

ロガ和Jg年・＼Lタブ箆卜こぅ＼けて外∈＝卦与琵．鶴奄  

を′行った鞠鮮である。  
節，ブ 玖  
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タ占 ヨ ノJβ土4／≡／ム∫  ∫夢ク士彪タゲ  

産卵期圃り成績（ノユ／甘やから■∫ククロ今）  
産．舛 卑  覇冷暗′舅当リ  

；、 ・ 一・・  祁l稚  

コ．∂コ9トj・∫フクぎ  ハイ「lごルつi 9タ  

ハイ ライ ン  

国産二 元  

J．し千．二ニ   

ノ、診j／  ノユ、j∫〃！ 】．公．d  ハ．、 √ノ‘JJJ  

（率ノハイライン、コマーシャル環の雌癖よっ出た放  

ヱ 交官己（飽食）栽式と試験区分．虜異聞歯   

糞配様式、封∴験監か古海卒長のとょりて上記外匡コマーシ々ル熟、国産   

二見難lこ与れぞれ当堵β釆．〇筑よよぴハイライン．コマ＝→ミ／ベル鶏よ   

り出た旋盈交配した。   

虜款びな住銀利雄ま名匠チ／朝免凍臥レノユクら今孟で色斉鹿期間とし   

ノ」／日々は息旺ランダムにユ∫羽発を液中り単鯛サージに吸塵し産雛期   

間の試放l一二恨した。  
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席 〃 哀  史取壊珠．乳酸底力二使鶉胡散  
‾－‾－  

「T二亙「転1訂頂  直感  働刺摘如轍  
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ノホライン ／！国歴二元 ぺク  ク、ぐ区1 、∫／  

J、棚同   

軍和∂9卑∂オ／ク日額付から昭和串口卑ク吊んj日までのr〟0軍令  

圃とし・鮒からノク 
． 

〟、聴許顔料 

飼料は市販の配合飼料盆用し＼．＃混合まて、朝敵取合・ノブ過や喜ゼ守難   

配合ノ∫♂日命ま千人び．な取合沈降或飛散合を凱＼た。▲  

∫、飼料方法．   

勇敢は電照ノヾクリ「奇観資産用い，その後は中、六塾ケーブで焉嘉し   

ウ0日今からノjク日今壬で徹飼囁で飼賀しノヱ／ロ今より溺ノ餞ケージ仁   

政鹿、した。  

∠．飼養管理  

その他のノ観点磐理は当堵の帝汲によって待った。   

二 ∴  、 ユ  

眈）竜武属領   

背水戚徴1ま葬∫長の通りで青鼓辛1まハイライン輿こ国産二兎の試験∫注   

が他の試験荘より劣るがその主な展剛ま卿黄泉漕化びなの僻村lニよる／渦   

状内の取払てあり、各区の卿舞木酎ヒもよ誅、平取穐を除】1’ぼ■各区大差左憾   

めなし＼。  

発育状況は奉∫表ド示すとありでノユ0日々路に請いてB取組にハイラ   

インを史簡乙した洩験／区かぜや小如で他の卒臥ま倦んど閂碓忍であったが   

璃麟の体重のノヾラッキはB系彪1こハ丁スドルフを柔配し仁斌、級3広、〃∵広   

が他のJ註より店轢く、払救均一勺【であったの  
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宵 痕 成 環  屠 ㌻ 表  

ルj風見  書屈甘月旦  釘週末  紆水平  鮒碕体互  鑑  み   ／プク【吟療司  

試観／且岳J9．∂、／〟  ユユく∫－   

J∫こ   

j∠くク   

ユJ占   

二2／ク  

j率   

d、㌻   

J7   

＼♪7   

tタヱ  

‾フ4∴許  

うク少  

クヲ矛   

ク9／   

クj／  

・ J．・   

ク j ′   

′ ろ∠ 〃  
′．∫ タ  

♂／  9
V
 
ウ
′
 
J
 
 

〃
＋
”
－
＋
ム
 
 
 

備 考 ぎ  正  各  免淘汰の内訣  

／ク  観験／区  
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以、l毎のへ  

し＼死で頂  

エ．．  

研黄泉滑化 〃  

肝蘇馳／．櫛箆／．解職／  

阿東禾酒イヒ／．事故ユ  

棚馳j、為所摂／．轟故ノ  

ノノク〟土／  

／ノ矛／±／〟j  

ノJl久j 士 9ヲ  
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ノコ、／   

∂．2   
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空三LL勾轍駄∫・撃塑空  
ク ∫㍉㍉ ノj仇∋土／j3  

（8）産卵戴間の水橋  

ノj／日今時＿各区ランダムにユ∫領ずつを抜月Rり－単廟ケーゞに鵬し東   

研領蛮を行った。   

し／）初産時の水洗につし＼て  

初産婦期の競演」よ魔∂承に示すとありで初産日々の統封勉月の帝展は  

観取ノ旺は∫易7K華て商談d、＃、∫区との閻に眉愚老カく褒められた。  

試赦ユ毯は他荘との圃に看意の慶一ま謎められなかったが或貌j、〃、  

√区ヒ比畢してや＼毒し＼甥可仁あり、執政∂、〆、∫区の間にlよ飼養の  

凄は放められみかった。  

ハイラインを便用したものがや＼初産日冬が長い傾向にあった。  

初産体里は試故ユ、8狂が他のj区より更く．車扱／、4、∫圧の∂  

瓦の閤ドは穴羞を諌めない。  
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察 占 最  初 産 婦 の 戒†斉  
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（ヱ）産卵期間中の生名一率インついで  

産卵期開平の生存率且席・フ泉の示すとありてある。  

試験J区ぼ′弱のへい軋もなく談親身荘は卵里置て、／羽艶苑したが他   

のJ区よりは優れていた。密験⊇且は残布ヰさ∂首領娘√亘は生窄率   

矛9／訂て他の∂Ⅸよリガってい老＝苫〃、宵監ドは淋．巳夜長による窯元がそ   

れそーれ／胡ずつ発生した。  

β界鰍こハイストルフ雌を安乾した乳教卓広角α、4鼠の衰終ゎこよく、   

B市、にハイ ライン鹿央離したノ毘がこれ仁次ぎD承にハイライ ゝを交配   

したユ区並び、にハイライン雄に国産二見を交絶した∫温の我終ゎこや、麿  
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しj）厚卿放顔につぃて  

産卵承繚は努牒農ド斥すとよりである。  

帯 ∂ 長  原 卿 承 簡  
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∫♂㌻婁 ナP∂  j＿旦塑些  云／9 しぐ∂J  
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産卵個数  
∂j3  ∠∠ク   

，／′夕どJ  

∂∂ノ   ♂4∂  
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〃ぺ占I ゼ9、∫       j  、宍ブ、   
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∂′7   診′∫   〆貨ク   ■クク、∂  占タ．  

クク．ク  クヲ．   

〃4∫  ム昏．∫† ∫ク∫   J‾／∂   ∫く∠、   

産卵礪取  

直耶皇堂  ⊃孔jク≠∃⊥√ク／∂  

軒ヘリ＼ウス  
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照度卵個敬、私産卵貴書あよ以■へゝハウス産昨季は酪駅皮区か最も償   

れ、〉欠いでβ臥／区．∫逆∴2区の牌であり、へンデイ産卵率ヾは流   

説．J、∂、、卜／、ユ珪の膿で切った。  

平巧卵堅ば産卵の煮も低い試験ユ区が昂もよく次し＼て琉駿、ヲ．夢、∫、  

／註の唄で布る。  

産卵個数について観封勉嘩の据卦まつ系産にノ＼イライン雌を女乾した   

j凪が■他のメ証に対して／g水準で寄食の産．ガヾ認められ明らか仁劣って   

より、B系雄とハイライン雌の交配の試験／琴あよびノ＼イライン幽と牒   

摩二元腱の安眠の疏厳∫肛はB系産とハイストルフ他の女軋の軋教本区   

ド対して土方水】準で廟義の羞が健・めら射た。   

覇験J区と試験4区は両者ヒもB系頗ニノ＼イスドルフ雄を史配したも   

のてあり両区の圃に項直のゑは弱められなかった。   

／クカ月々平均碑要ヒつし＼ての鹿討免哩の番泉は庫卵の儲も伍し＼試貌   

ユ区玖、他の〃区と比親して／β水準て項轟り鼻が詰められ明らかに大仰   

てあった。  

試験／、J、〟、√直の圃には軍最わ盈ほ蔑められなかったク   

ぬ呑拍産卵戴硬は閏髄帝／羽当りの産卵監り茄すときり8一乗娃にハイ   

スドルフ雌を衣配した朝飯4、j毘少ミ優れ久し、てB番地とハイライン踵   

の前敢／区てあり、ハイライン建と国産こ見の試験∫区あよが〇釆躇ヒ   

ハイライン遮の洗練j区l］、やゝ甥る無頼を点した〃  

（〟）倒例の親風茎あよこゾ句碑凛穴単について   

倒脛の具戯慶ぼ責東胡聞き～1こ（凝卯期間のdユタ百今までは藤倉収容   

の虜姶上執便てさなザ、つた。舞9及はjユ謬日々宣リL∫〃ク日々までの   

ノウ∂日岡のしのである．正確には各区の解散承把握ちることばできも   

し＼があ急厚東各区の却ご泥を超刺することができ萎ものと愚ラ。  

倒脛要求率店顔9葬、に示寸ヒきり」盲ギ鹿3区あよひ4区がJ、かさ央よ∝、   

コ．昏ユヒ他の3広より寸ぐれ、決し1で軌歌ノ、∫広が各々∂、β〃前線ヱ   

匠」まJノ∂ヒ呼、亀し＼啓卦牽を示した。  

（′ロき）   
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款験ざ区  
琴 叔 一準  J、ク〟；J．j7ト如〟≡ ユ∂タ葛  

（以 その一絶観衆尋頑、  

執照期間中によける潟の状態はハ1ライゝ塵に国産二元雌を苛酷した司   

詮∫放か90日今晩・僚羽靡が君干終生し・そのため≠て／羽艶死した。  

モの他活力、葵傾は各圧ヒも酎ヒ、なく、また粛繹簡で東きやすく官軍が   

し亡くし＼などの欠点は名区とむ認められなかったけ  

尊前あよび．考魚  

ノ、療  約  

外国コマー与ヤル鶉のハイライン、ハイスドルフあよび国産二元穐の躍  

Jこ当職白しグB風貌つ系統を灸背こして得た雌虜びハイラインのコマーシベ   

ル雌諌より雌應鍵別の間違いとして発生した超仁牒産二見の踵凌冬眠して   

得た喜鹿の能力を調査した。  

その縦谷戒礁は摩ノ∂承のとありである．即ち  

（射 幸康平は試験∫区（ハイライン8x国産こ元♀〕が∂〟者で／杷広と虹   

卑して将ゝ考る歳務を示レた。   
し初 発の僻更につし＼ては上汐日々7∂日命ノユ〔フ已jト5ク（フヨ∠＞チC＝ 

．合およα初産日々半／汁て測定したっ  

ノjク日今時初産イ車掌は衆杏の盛上であり、また∫グロ日4終了碑～三  

珠覆してし＼る個熔もあ董のてノク〃月々の麻里で軋解したっ琉歌／庄（  

Bもぺノ＼イライン♀）がノ，∂J／βでやゝ小躯であり他の〟広店ノブ♂♂  

き納徴で大小のノぐぅ＼ソキも名匠倦んど同宿度で大農は辞めら肌ないっ  

（んZ9）   



しeJ初産日今は試厳／区（B舎人ノ＼■ィライン♀）／クエ臥 試験ユ鼠（D   

g八ハイライニ／♀）／ム9日．鰊愚3正しち公Xハイスドルフ♀ノ／占3   

日・〟区（B舎人ハイスドルフ♀）／畠中日、∫区い＼イ ライン公入団   

良二元♀J／占J日と融敵／監よよびユ区が他の．ヨ区よリヤゝ初産白今   

のみそ卜戴語を示した。  

（め ノコ／日々れら∫クク日々までわ生赤平【d試験J思しBメハイスドノレ   

フノはノβ0βて㍑いで執親〃邑しBパノ＼イスドルフ）がチタ眉、凍姪   

ノ正し8メノ＼イライン）ヲ∂尾．．之荘」∴Dぺノ＼イラインノ ラゲ易．√臥   

しノ＼1ライ・ン大国潅二元）訃9ノZで破顔j且．〃区が優れ∫区、コ区が   

増ゝ濁る病魚各界した。  

し動産卿成績超／j／日今産卵凝固の試験間他薦・／羽当・jで碑照4区（   

Bメハイ■スドルフ）か産卵数ヱ占クコ．産卵重畳／＃，dク／βと「最もよ   

く・次いで諌廟主監（βメノ＼イスドノしフ）かユ〟ヲコ、 

武軋／区（βXハイライン）ユ∂／コ・ノj′＃〟‘♂、談敵∫区い＼イ   

ライ†ぺ国産こえフ⊃／∫コ、ノノノウ∂∫♂∴戟敵コ虹（pXノ＼イライ   

⊥）ノp≠ラ・イノー∂ク1ナβの噴である。   

B不遜亡ノ＼イスドルフ他の冬眠の割線4鼠、j監が傭れてか」、つ番   

経とノ＼イライン他の安弘の軒験ユ広Jヨ平均如更は濁も大きく、大師てあ   

るクヾ産卵辛が低く、礫、産卵畳屋にあいても／他の4凪より考った。ノ＼イラ   

イン庫に国産二元雌を交阻した蘇原ナ私は適中観取鶉が〃由あっ■た関   

頂もあり、へ圭デ†庭師草甘訊廟／区と 

嶺こ複）った。  

く〆）密騎要求牽はJコ∂日々より∫♂ク日今までノ7∂日間の戚穣では試   

験戌且、3荘（B．くノ＼イスドルフ〕がユ藩ユ、ユ、評占と耳ぐれ七あり、   

琉歌／正しB八ハイライン）、∫区しノ、イライゝズ国産二元）lまJ、♂ク   

で．訣敏j圧しかXハイラインノl慮∂、／占ヒ沖ゝ凝った．  

玖土苛釣すれぼB炭塵とハイ：スドル引蛙を塵取した試験j区．〟広が   

すぐれB帯塵とハイライン雌の史観の試験／区が中等度り承旗色示し、   

D思絶とハイライ⊥碓の覇腋ユ見よよひtハイライ 

配の親駁∫荘は腐る承繚盈示レた．  

（／タク）   
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発車   

ネ親敬の虜親風舶ぼ隠和∂9名乗発した弁軋鶉匪禿頭鷹の攻試濁であL」  

その味得と屈試艶から得たさ舷てある本軒礫の凍礪と丞虹略してみると済  

／／泉の洩J」である勺   

なぉ∂ク年の外国勢性鮭詞璧の頑親鶏の凍繹～d養親敏と周じ麿養聖健全  

とったケーご彗義廓の成層を用（＼た小水試弱敵、ノミ、化月日は少し塞かあ」  

飼料貰求率は諷雌はノユ／日やから古一乙・β】ヨ命呈でであ蕎が子雌の磯谷は  

∂J∂ゝ 8考＼から∫クク日傘までのものてある。就硬変放卑畏J首鼠とテであ  

るか、ら当然ノ卑のうがいがあ眉ので道引ここの数値盈もって、比敬し良傍  

社判定寸ることば危険であるが、おゝよその指定斬照と、なり肇るものと  

思、わ九ろ。   

（り ハイラインコマーうヤル為とぅの与他の甥名、β取越を交配した訊、′敬   

／鼠の場合は生存率にl古あきり忽りなく、ノ捧Jdノト匪となり初産日今暗君   

千温び、印璽はや＼JJ＼帥となったか．魂生魔神更によぃては大老†古為ら   

れない。  

か気組＆交乾した吸合は体はやゝ小恕となり初産臼牟仔磨千延ば卵生   

はもしろ大きく六郷となったが度肝平沼イ風下し礫・斉岬華革もノ有る。  

じり ハイスドルフコマーシャル耗とその鞠ヒ8系亜音更昏已したチ雌を地象   

寸ると育鹿竿はやゝ劣るがノj／日々以後の生布ヰは大貴な＜．併躯ば   

々ゝ小型ヒなり、′初産日今も磨干延び、姉むやゝ小卵と有ったが席師牽  

Id改春され鰐果軌二は終産卵度量ば親雌よりまさる成績てあった。  

ほ）国産二元簡とその鵜にハイライゝヱ猛虎文略した、き雌と佐比激．号名ヒ   

育成率、払特車は低下し、体一まやユノJ、恕となるカご初産日々には良化々く   

卵喜ば芳〒改善＝れ総摩卵史畳もわす、かに増加したがその磨牒小さい．  

1久上のことからの．当堵8帯とノ＼イスドルフコマー＞々ノし鶏ヒの胡ノ陛   

は出粗樽よくチ雌は突牒撃として充分低層し溺ることか判り、㊤、ハイ   

ラ1■ゝとの間はハイ スドルフほどよくはな卜が、樽に人きな穴．恵もなくそ   

の｝雌を爽用‾晩として便＿用してさしづかえないものと思う。昏）二p帯と   

ノ、イラインとの加糖ぼあまりよくをい。  

㊨．ハイライニンコマーシ々ノし鶏の雌よリl蛙應細君」の閉演いとLて出た   

塵と臨産＝兄鶏ヒの和地は社務率の′低下の句からだ－けぐも噴当とd思解   

れないレ雄の入▲亨卑のことからも凍原ノ仕度一瓢あられない。  

（ノa∋）   



外理コマーシャル鶏の鶴禰や固ブヨ為の綾県歌色相低額査によリj邑定下るこ  

とによリコマーシャル鶏を屠鞠として利用し香るものと思われるので暫定＿均  

にはこのような方掛こより央月窺互生摩するこじもやもを肇ないが、ギ患に  

囲産鶉で一俵れた産卵蚤を／作るIか審があると牒われる。  

（／j鑑）   


